The Ethnography of Incense-stick\u27s Craftsmanship in Imaichi, Nikko City : Understanding of Linkage among Human, Environment and Craftsmanship by 羅 敏
－ 44 －
人間科学研究　Vol. 27, Supplement（2014）
修士論文要旨
はじめに
　本研究は、技術史・技術文化論の視座から、栃木県日光
市今市の伝統的地場産業である線香づくりを検討する。
１．研究の概要－研究の目的・方法及調査対象
　研究の目的は、今市線香業の産業史、線香の製粉・製造
工程、使われてきた水車機構や機械の構造、作業原理、技
へのこだわりや、業者の技術系譜、経営等の変遷と現状を
明らかにすることとし、線香づくりを通して人・環境・技
術のつながりを読み解きたい。研究方法は、フィールド調
査を中心とするエスノグラフィーを採用し、先行研究・資
料等の収集・分析結果を援用する。調査対象の今市におい
て、なお操業している線香製造関連業者は17例である。
２．線香の歴史
　日本の線香は、原料から「匂い線香」と「杉線香」に大
別され、現在、杉線香の主要な産地は今市である。今市の
線香業の歴史は比較的浅く、越後出身の安達繁七により幕
末に開始されたと伝えられる。
３．自然環境と今市の杉線香
　日光市今市は、適当な傾斜をもち標高差が大きく、川が
多いため、水量が豊富で季節的増減なく一定の水量が維持
され、水車を仕掛ける基礎的な条件を満たしている。また、
今市をはじめとする日光市は、多雨な気候で線香の原料で
ある杉の生育に適し、地域の山林の大半は古くから人工林、
それも杉である。このことは、杉葉を原料とする今市の杉
線香産業の発達に大きな影響を与えた。
４．線香づくりにおける水車および機械の発達と技術
　線香製粉水車は、操業当初の段階からすでに成熟した精
穀用水車を利用したため、その後の基本構造と技術の面で
は大きな変化がない。ただし、線香作りにより適するよう
に何度も改造する工夫は見られる。
　線香製造工程においては、「練り」と「盆きり」工程に利
用される練り機と押出機については、木製を金属製に、動
力を人力・水力から電力に切り替えたが、その構造原理は
大した差がない。一方、「胴切り」工程に導入された切断機
は、近代技術で新しく発明された機械である。切断機の利
用によって、製造工程に変革がもたらされ、従来の「板並
べ」工程がなくなり、労力が節約できるようになった。こ
れらの改良とともに、自然環境から受ける影響が一番大き
かった乾燥工程に乾燥機が導入され、生産の安定化や作業
効率の向上、製造コストの減少などが進んだ。
５．今市線香業の展開と技術の歴史的変遷および現在
　伝統的な線香づくりでは、原材料の配合、練りの具合、乾
燥の方法等の主要工程において、長年の熟練による「技と
カン」に支えられた部分が多い。今市では、これらの技が、
血縁関係・師弟関係の中で伝えられてきたこと、また、創
業期と発展期は製粉・製造の一貫生産体制であったが、昭
和期に生産が分離し、現在は一貫生産を行う線香業者がい
ないことも、その特徴としてあげられる。
　線香の製粉工程では、見かけの複雑な技術は要求されな
い。ただ、「粘り」と［香り」の点で水車で搗くことへのこ
だわりがある。一方、製造工程においては、練りと乾燥は
最も重要で難しい工程で、職人の工夫と経験が必要となる。
粘りは、つなぎの量の具合で微妙に変わり、多すぎると硬
くなって火付きが悪く、少ないと脆くなる。この割合を正
確に出せるようになれば「一人前」といわれている。
　現在の今市における17の線香業者をみると、県外資本の
株式会社1社を除けば、個人経営が12、有限会社4と経営力
の弱さを示している。また、女性が圧倒的に多く、ほとん
ど高齢者で占められているという状態である。
６．考察
　まず、今市線香の発達を支えた要因について述べ、次に、
水車機構や製造機械の変遷にみる画期と特徴をまとめた。
　そのうえで，伝統的線香づくりは機械化しにくい産業で
あり、主要工程が長年の熟練による「技とカン」に支えら
れていること、それゆえ、ほとんどの業者が経営力の弱い
零細工場であること、杉葉原料の入手難と人件費高騰によ
るコスト高、さらに経営者の高齢化と後継者不在があい
まって、線香業が直面している危機について論じた。
おわりに
　本研究は、今市線香業の現状を記録保存するという点で
一定の役割を果たし得たが、副題に掲げた目的にどれほど
近づけたかに不十分な点が残った。分析・考察の枠組みに
ついて一層の明確化を図ることを、今後の課題としたい。
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